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熊本地震による阿蘇の地下水の変化を探る 
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１ 研究の目的 

今年４月、震度７の揺れが二度も襲う熊本地震が発生した。この大きな地震により、私たちが

暮らす阿蘇も甚大な被害を受けた。湧水のおかげで避難生活も助けられたが、湧水が止まってし

まった、違う場所で湧き出したなどのニュースも耳にし、なぜなのかが気になった。そこで、熊

本地震により阿蘇の地下水がどのように変化したのかを調べた。 

２ 仮説 

地下水が出たり出なくなったりしたのは、地震により地形が変動し、地下水の流れが変わった

のではないだろうか。 

３ 調査 

調査１ 学校周辺にある湧水について場所を確認し、地震前と地震後で水量などに変化があっ

たか聞き取り調査を行った。調査地点は、①阿蘇神社周辺、②役犬原周辺の二カ所で行

った。 

調査２ 調査１で調べた範囲の地質がどうなっているか文献等で調べた。 

４ 結果 

～調査１～ 

①阿蘇神社周辺 

調査結果を水量の増減で色分けし、地図上に表した〈図  

１〉。すると、増えた所、減った・止まった所が、まとま 

って帯状になっているように見えた。そこで、水源の深 

さを比べた〈表１〉。 

文献によると、この辺りの湧水の深さは 100ｍ前後の 

ものが多いが、同じくらいの深さの湧水でも、止まって 

いるものも、増加したものもあった。このことより、 

水量の変化と水源の深さは関係ないと考えた。あわせ 

て、倒壊・破損した家屋の場所を調べ地図上に×印で 

表した。水量が変化した円の中に、倒壊・損壊した家 

屋も集まっていることがわかる。 

②役犬原周辺 

①と同じように調査結果を水量の変化で色分けし地   

図上に表した〈図２〉。 

この辺りは地震後給水に利用されていたので水の変 

化はあまりないと思っていた。しかし、実際調査して   

みると変化があった箇所がいくつもあった。 

その他湧水の変化について聞き取りを行ったところ、 

・水酸化鉄（Ⅲ）と思われる黄色っぽい混入物があり飲めなくなった。 

・涸れていた昔の古い手掘りの井戸から水が湧き出した。 

・水の味が変わった。  ・硫化水素の臭いがするようになった。などがわかった。 

また、丸で囲った部分の田んぼでは地震後水が止まった場所から約 20ｍ離れた場所で水が湧き 

図１ 阿蘇神社周辺調査結果 

図２ 役犬原周辺調査結果

表１ 阿蘇神社周辺の水源の深さ
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出したそうだ。地図に表してみると、阿蘇神社周辺と違って、水量の変化があった所にまとまり 

があるようには見えなかった。 

次に、水源の深さを比べた〈表２〉。水量が減 

ったり止まったりしたころは比較的浅いところか 

ら水をとっているようだった。役犬原の水の変化 

は水源の深さが関係しているかもしれない。役犬 

原周辺ではあったが、建物の倒壊などはとんどな 

かった。 

～調査２～ 

次に、①・②の地質について調べた。〈図３〉は阿蘇谷東部の推定地質断面図である。阿蘇谷東  

 部は花崗岩が基板となり、そこにカルデラ堆積物がたまり、水盆となっている。私たちが調査し

た阿蘇神社周辺・役犬原周辺は、中央火口丘側から溶岩が流れ込んだ火山岩の層がカルデラ埋積

層の中に入り込んだ末端部分に位置していると考えられる。 

この辺りの地下水は中央火口丘火山岩類中を流れて 

いる地下水が亀裂から湧き出した裂か水型だと考え 

られる。 

５ 考察 

阿蘇神社周辺の湧水は、水が止まった所と増えた 

所の位置が直線上に連なっていて、そこに、損壊し 

た建物が集まっていた。このあたりは断層があると 

ころから外れているが、今回の地震により、地下に 

変動が起こり、水が止まった場所では水が湧き出る所が塞がった、または狭くなった可能性があ

る。水量が増えた場所も同様に変化が起こり、水の流れが変わったのではないかと考えられる。 

  役犬原周辺は、機械堀りの井戸は深さ 100ｍを超え、昔ながらの井戸は深さ 20ｍ程度だった。

地質の様子から機械堀りの井戸は中央火口丘から噴出した火山岩の層からの湧水、手掘りの井戸

はその上のカルデラ埋積層からの湧水だと考えられる。今回の地震で、水量に変化が現れた所は

手堀り井戸がほとんどだった。混入物が見られたり、水質が変わったりした所も同様だった。し

たがって、今回地震により影響を受けたのは比較的浅い部分だったのではないかと考えられる。

役犬原郵便局の湧水の深さは 80ｍだが、水が止まったことを考えるとカルデラ埋積層の部分にあ

ったのかもしれない。 

６ 今後の展望 

今回の研究で、地下水の湧き方にも様々な種類があることが分かった。また、水質の変化も起

こっていることから、さらに周辺の地域、外輪山や阿蘇谷の他の地域なども調べて行きたい。ま

た、温泉の変化も調べていきたい。地質の状況が詳しくわかれば、地下水の変化の状況がもっと

明らかになるのではないかと考えている。 
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図３ 阿蘇谷東部の推定地質断面図

（一の宮町史 「阿蘇山と水」より）
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